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長雲通信第 66回
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運　動　会

～　戸口小学校　～



広報たつごう　２

ま
ち
の
話
題

9/14 

（金）

　

大
勝
小
学
校
の
武
田
真
一
校
長
が
、
こ
の
ほ
ど

平
成
24
年
度
視
聴
覚
教
育
・
情
報
教
育
功
労
者
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
視
聴
覚
教
育
の
振
興
に
尽
力
し

た
人
が
対
象
で
、
本
年
度
の
被
表
彰
者
は
34
人
、

鹿
児
島
県
内
か
ら
は
武
田
校
長
先
生
１
人
が
選
ば

れ
ま
し
た
。 武

田
校
長
に
文
科
相
表
彰

9/22

（土）

　

龍
郷
町
文
化
協
会
（
伊
勢
勝
義
会
長 

他
）
は
、

龍
郷
町
文
化
協
会
員
の
親
睦
，
龍
郷
町
の
文
化
・

歴
史
を
再
度
見
つ
め
な
お
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
24
年
９
月
22
日
（
土
）
午
前
中
よ
り
平

瀬
マ
ン
カ
イ
見
学
会
及
び
龍
郷
町
内
史
跡
巡
り
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
小
雨
の
降
る
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
会
員
は
改
め
て
龍
郷
町
の
素
晴
ら

し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
文
化
協
会
事
務
局

で
は
今
後
も
色
々
な
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
。

龍
郷
町
の
文
化
・
歴
史
を
学
ぶ

9/25 

（火）

　

昨
年
に
続
き
10
月
に
本
町
の
手
広
海
岸
で
開
催

さ
れ
る
国
際
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
「
A
m
a
m
i 

I
s
l
a
n
d  

P
r
o　

２
０
１
２
」
の
調
印

式
が
行
わ
れ
、
実
行
委
員
会
・
主
催
者
・
協
賛
社

な
ど
が
書
類
に
調
印
し
、
関
係
者
で
握
手
を
交
わ

し
て
協
力
を
確
認
、大
会
の
成
功
を
祈
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
10
月
26
日
（
金
）
か
ら
28
日
（
日
）

の
３
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
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　 9/22 

（土）

「
秋
名
ア
ラ
セ
ツ
行
事
」
　

旧
暦
８
月
最
初
の
丙
（
ひ
の
え
）
に
行
わ
れ
る
「
秋
名
ア

ラ
セ
ツ
行
事
」
が
９
月
22
日
（
土
）
に
秋
名
集
落
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
シ
ョ
チ
ョ
ガ
マ
」
は
、
夜
明
け
前
の
午
前
５
時
過
ぎ
か

ら
チ
ヂ
ン
（
太
鼓
）
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
始
ま
り
ま
し
た
。
日

の
出
の
時
刻
に
合
わ
せ
て
約
１
０
０
人
の
男
衆
が
、「
ヨ
ラ
、

メ
ラ
」
の
掛
け
声
で
屋
根
を
揺
さ
ぶ
り
、
午
前
６
時
50
分
ご

ろ
勢
い
よ
く
南
側
に
倒
れ
る
と
見
物
客
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
平
瀬
マ
ン
カ
イ
」
は
、
午
後
４
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
白

装
束
に
身
を
包
ん
だ
ノ
ロ
役
５
人
と
男
女
７
人
の
神
役
が

「
神
平
瀬
」
と
「
メ
ラ
ベ
平
瀬
」
に
そ
れ
ぞ
れ
上
が
り
、
唄

を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
海
の
か
な
た
か
ら
稲
魂
を
招
い
て
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し
た
。

節
が
終
わ
る
ご
と
に
体
重
を
か
け
て
、「
ヨ
ラ
、
メ
ラ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
揺
り
倒
し
ま
す
。
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９
月
14
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
の
改
選
に
伴
い
、
議
長
に

推
挙
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
碩
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
、
改
め
て
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
行
財
政
改

革
等
の
取
り
組
み
も
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
我
々
議
会
に
お
い
て
も
そ
の

一
環
と
し
て
昨
年
特
別
委
員
会
を
設

置
し
今
回
の
改
選
か
ら
12
名
の
議
員

を
10
名
に
削
減
し
、
少
数
精
鋭
の
議

会
と
し
て
議
会
運
営
に
あ
た
っ
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

民
主
主
義
の
原
点
で
あ
る
住
民
の

付
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
の
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

ご
功
績
を
汚
す
こ
と
な
く
龍
郷
町
発

展
の
た
め
微
力
な
が
ら
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

伊勢　勝義
委 員 長

窪田　圭喜
副 委 員 長

平岡　馨
委 員

田畑　浩
委 員

碇 山 幾 郎
委 員 長

德永　義郎
副 委 員 長

中原　正栄
委 員

岩﨑　晴海
監 査 委 員

前田　豊成 碩　龍弘

副　

議　

長

（
経
済
建
設
）

議　
　
　

長

（
総
務
厚
生
）

議 会 構 成 決 ま る
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あまみ障害者就業・生活支援センター

相 談・ 登 録 会 の お 知 ら せ

　当センターは平成２３年８月にオープンし、「働きたい」「働いているけど職場や生活のこと
で困っている」など障がいのある方々のお仕事と生活のより良い実現に向かって、関係機関と
協力しながらサポートしています。
今回、龍郷町在住の障がいのある方々でお仕事を希望される方々やそのご家族を対象に、相談・
登録会を予定しています。お問い合わせや、参加ご希望される方は、下記連絡先までご連絡く
ださい。（当日直接受付もしています。）お気軽なご参加をお待ちしています。
なお、当日都合のつかない方は、下記センターへご連絡下さい。ご相談受付けます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　
　　　　　日　時：平成２４年１１月２０日（火）１０：００〜１６：００
　　　　　場　所：保健福祉センター「どぅくさぁや館」２階
　　　　　連絡先：龍郷町役場　保健福祉課　　　　　　　　６９－４５１４
　　　　　　　　　あまみ障害者就業・生活支援センター　　６９－３６７３
　　　　　　　　　（奄美市名瀬長浜町５番６号　奄美市社会福祉センター４階）

戦没者遺児による慰霊友好親善事業

　( 財 ) 日本遺族会は、「戦没者遺
児による慰霊友好親善事業」の参
加者を募集しています。同事業は、
厚生労働省からの補助を受け実施
しており、先の大戦で父等を亡く
した戦没者の遺児を対象として、
父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰
霊追悼を行うとともに、同地域の
住民と友好親善をはかることを目
的としています。
　費用は、参加費として９万円。
　日程等の詳細は ( 財 ) 日本遺族
会事務局（電話　０３－３２６１
－５５２１）まで。
　お申込は、お住まいの各都道府
県の遺族会へ。
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　平成２３年度の歳入歳出
決算規模は、前年度と比較
して歳入３億１千３百万
円、歳出２億６千６百万円
それぞれ減額となりまし
た。
　 

※地方債とは・・・
自治体が借金をする行為ま
たは借金そのものを指しま
す。
　自治体の予算では、その
年度に使うお金はその年度
に得る収入（町税や地方交
付税など）で賄うことに
なっていますが、それでは
多額の費用がかかる事業を
行うことは困難なため、そ
の財源不足を補う手段とし
て自治体がお金を借り入れ
る「起債」という制度があ
ります。

　平成２３年度

龍郷町の財政状況
　　                              （決算統計資料より　-　企画財政課）
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※職員数・・・
正職員の総数 ( 特別会計や
一部事務組合への派遣職員
も含んでいます。）

※義務的経費とは・・・
必ず支出しなければならな
い経費、または容易に減ら
すことが出来ない経費をい
い、人件費・扶助費・公債
費（その年度の借金の返済
金）がこれにあたります。

※投資的経費とは・・・
普通建設事業・災害復旧事
業の総体をいい、主に公共
事業などの社会資本整備の
ための建設事業費を指しま
す。地域経済の活性化には
必要な経費ですが、投資的
事業に依存し、財源不足を
補うため安易に地方債（借
金）を増発すれば、将来的
に財政圧迫の原因ともなり
ます。・Ｈ１５補助事業の減は、円港湾建設事業の前年度完了の影響

・Ｈ１６補助事業の増は、給食センター建設費が主な要因
・Ｈ１８補助事業の増は、大勝小校舎建設費が主な要因
・Ｈ２０補助事業の増は、特定公共賃貸住宅建設費が主な要因
・Ｈ２１補助事業の増は、地域ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ基盤整備事業、小学校大規模改造  
　事業が主な要因
・H ２２補助事業の増は、地域情報通信基盤整備事業、小学校大規模改造
　事業が主な要因
・Ｈ２３補助事業の減は、国の経済対策事業の終了が主な要因



歳　入

歳　出

平成 23 年度一般会計歳入歳出の性質別状況（決算統計資料）

◆町税
　468,463　8.3％

単位：千円

◆繰入金
　4,466　0.1％

◆使用料及び手数料
◆分担金及び負担金
◆財産収入
◆繰越・寄付・諸収入
　390,832　6.9％

◆地方交付税
　2,613,824　46.1％

◆国・県支出金
　1,494,806　26.4％

◆町債
　584,100　10.3％

◆その他の依存財源
　108,239　1.9％

自主財源
863,761
　15.3％

依存財源
4,800,969
　84.7％

◆普通建設事業費
　775,256　13.8％

◆人件費
　885,494　15.8％

◆物件費
　646,888　11.5％

◆扶助費
　575,188　10.3％

◆補助費等
　434,159　7.8％

◆公債費
　843,415　15.1％

◆公債費以外
　564,433　10.1％

投資的経費
1,647,717　
29.4％

消費的経費
2,541,729
　45.4％

その他
1,407,848
　25.2％

総　額

5,664,730

総　額
5,597,294
単位：千円

◆災害復旧費
　872,461　15.6％

広報たつごう　８



◆親からの援助
　（ 地 方 交 付 税・
　地方譲与税・国
　庫支出金・県支
　出金・その他）
　34 万 7 千円
　73.4％

  依存財源
39 万 6 千円
　83.8％

  自主財源
7 万 7 千円
　16.2％

　月　間

47 万 3 千円

◆借金
（地方債）
4 万 9 千円
10.4％

◆夫の給料
（町税）
3 万 9 千円
8.2％

◆事業収入
（使用料及び手数料）
9 千円
1.9％

◆妻の内職
 （その他の収入）
 2 万 7 千円
 5.7％

◆不動産収入（財産収入）
　2 千円　0.4％

　月　間

46 万 7 千円

◆食費（人件費）
　7 万 4 千円　15.8％

◆医療費・学費等
　（扶助費）
　4 万 8 千円
　10.3％

◆ローンの返済
　（公債費）
　7 万円
　15％

◆家・庭の改修工事等
　（普通建設費等）
　13 万 7 千円
　29.3％

◆電気代等の生活費
　（物件費）
　5 万 4 千円
　11.6％

◆子どもたちへの
　仕送り
　（繰出金）
　4 万 1 千円
　8.8％

◆保険料・交際費等
　（補助費等）
　3 万 7 千円
　7.9％

◆貯金（積立金）
　1 千円　0.2％

◆車の修理など（維持補修費等）
　5 千円　1.1％

義務的経費
19 万 2 千円
　41.1％

投資的経費
13 万 7 千円
　29.3％

その他の経費
13 万 8 千円
　29.6％

収　入

支　出

９　広報たつごう
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11 月は不法投棄防止強化月間です。
　県では、廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年１１月を「不法投棄防止強化月間」と定
めています。期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化しています。
　不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見つ
けたらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住みよい地域を作りましょう。
　廃棄物の不法投棄を発見したら、お近くの支庁保健福祉環境部または、県庁廃棄物・リサイク
ル対策課までご連絡ください。
電話　０９９７（５２）５４１１（支庁）
　　　０９９（２８６）３８１０（県庁）
e-mail  sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp

不法投棄防止強化月間　西郷さんマーク
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公共事業入札の公表 平成 24年 7月

平成２４年度自衛官等募集案内

つながる希望、

ひらける未来！



１５　広報たつごう

地域防災力の向上を目指して！
宝くじ助成事業（地域防災組織育成事業）

　平成２４年度宝くじ助成事業（地域防災組織育成事業）を利用して、大勝集落自主防災会で
は、ガス式発電機２台、夜間照明機２台、照明機スタンド２脚、緊急救助セット２個、ショル
ダー型ハンドマイク１台、高性能デジタルトランシーバー６台を整備しました。
　今回整備した資機材は自主防災組織の本部である大勝生活館に収容され、集落行事を利用し
た様々な自主防災活動を通じて訓練を行う予定です。また災害時には避難所での活用や緊急対
応時に活躍します。
　今回の整備により大勝集落自主防災組織の活動を通じた地域の自主防災力の向上と減災に大
きな成果が期待できます。

第３回　在宅介護の家族会のご報告
　９月１９日第３水曜に中央公民館にて家族会を開きました。
　今回の会は、各集落にインフルエンザが多発していたため、自宅にて、介護者や家族が取り
組むことが出来る、感染予防について研修しました。
　インフルエンザの種類や特徴、そして、マスクの選び方や正しい付け方・３０秒間手洗い方
法・部屋の湿度や換気・歯磨きや口腔内ケアの重要性・・・等々。
　参加者から、正しいマスクの付け方を初めて知った！という驚きの声があがりました。また、
３０秒手洗い講習についても好評でした。次回も、家庭における介護者の素朴な疑問をとりあ
げ、集う予定です。
　次回は、11 月 21 日水曜日に集います。（１２月と１月はお休み致します）。
　毎月第３水曜日ＰＭ３時１０分～４時１０分　中央公民館第２研修室で行っています。
　どうぞ、お立ち寄り下さいませ。

　協賛：龍郷町地域包括支援センター
　　　　℡０９９７－６９－４５１６
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長
雲
通
信
第 66 回

「
円
集
落
の
た
か
ら
も
の
」
奄
美
自
然
観
察
の
森　

指
導
員　

宇
都
宮
英
之

　

皆
さ
ま
季
節
は
進
み
待
ち
に

待
っ
た
種
下
ろ
し
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
１
年
の
農
作
業
の
区
切

り
と
し
て
、
ま
た
各
行
事
の
後
半

の
山
場
で
も
あ
り
そ
し
て
長
か
っ

た
暑
い
夏
か
ら
い
よ
い
よ
秋
本
番

が
訪
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

（
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
程
良
く
楽
し

ま
れ
て
く
だ
さ
い
）

　

ち
ょ
う
ど
こ
れ
を
書
い
て
い
る

の
は
10
月
10
日
で
カ
ガ
ン
バ
ナ
の

夕
日
の
佳
境
に
入
っ
た
頃
で
も
あ

り
ま
す
。
残
り
１
週
間
は
た
し
て

夕
日
は
何
回
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
微

笑
ん
で
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
い
つ
も
海
岸
で
は
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
円
集
落
で
す
が
、

背
後
に
あ
る
円
林
道
に
も
宝
物
が

見
ら
れ
る
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　

全
長
約
５
ｋ
ｍ
の
円
林
道
は
長

雲
峠
側
と
円
の
沢
沿
い
が
半
分
ず

つ
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
希
少

植
物
や
希
少
動
物
が
数
多
く
生
息

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
来
年
度
以
降
に
国
立
公
園

化
や
将
来
の
世
界
自
然
遺
産
に
向

け
て
の
町
内
の
観
光
資
源
と
し
て

期
待
さ
れ
る
５
ｋ
ｍ
の
山
道
に
な

り
ま
す
。
た
だ
岩
盤
質
は
も
ろ
く

崩
れ
や
す
い
場
所
が
多
い
為
、
豪

雨
災
害
や
台
風
避
難
の
際
に
は
必

ず
何
箇
所
か
崩
落
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
２
次
災
害
に
は
充
分
注

意
し
た
い
山
道
で
も
あ
り
ま
す
。

山
道
の
基
点
が
集
落
に
な
り
終
点

が
自
然
観
察
の
森
に
な
る
為
に
集

落
と
自
然
観
察
の
森
双
方
で
の
使

い
勝
手
の
調
整
や
確
認
は
今
後
の

課
題
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今

あ
る
も
の
を
活
か
し
て
集
落
の
為

に
安
全
に
持
続
し
て
使
え
る
よ
う

に
皆
で
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

写
真
：
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ス
ズ
カ
ケ

　
　
　
（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）

分
布
：
奄
美
大
島
（
北
限
地
）　

　
　
　

喜
界
島　

沖
縄
本
島

絶
滅
危
惧
Ⅰ
‐
Ａ　

本
種
は
絶
滅
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
奄
美
大
島
に
自
生
地
が

あ
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

（
山
下
弘
著　

奄
美
の
絶
滅
危
惧

植
物
よ
り
引
用
）

　

こ
の
花
は
２
年
前
の
豪
雨
災
害

の
崩
落
法
面
の
す
ぐ
横
に
咲
い
て

い
ま
す
。（
地
下
水
が
絶
え
な
い

岩
盤
質
の
法
面
に
咲
き
ま
す
）
そ

し
て
昨
年
の
北
部
豪
雨
も
今
年
の

巨
大
台
風
も
耐
え
抜
い
て
今
年
も

見
事
に
花
を
付
け
て
い
ま
す
。
末

長
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
龍
郷
町

円
集
落
の
大
切
な
宝
物
の
一
つ
で

す
。

　

も
う
一
つ
の
宝
物
の
オ
キ
ナ
ワ

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
の
巨
木
は
今
年
の

台
風
で
幹
が
だ
い
ぶ
折
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。（
主
幹
は
見
事
に
残
っ

て
い
る
）



１７　広報たつごう



お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
赤
尾
木
の
長
田
眞
さ
ん
か
ら
、
母　

長
田
タ
キ

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
赤
尾
木
の
宮
口
孝
廣
さ
ん
か
ら
、
母　

重
原
蔦

子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
安
木
屋
場
の
岡
江
高
さ
ん
か
ら
、
い
と
こ　

岡

江
德
一
郎
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
愛
知
県
の
小
村
順
一
さ
ん
か
ら
、
母　

小
村
忠

コ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

【
９
月
届
出
】

奥
村　

み
さ

小
田　

千
代
子

重
原　

蔦
子

長
田　

タ
キ

岡
江　

德
一
郎

（
101
）

（
87
）

（
81
）

（
88
）

（
80
）

中
勝

幾
里

赤
尾
木

円円

・
小
田
幹
夫
さ
ん
か
ら
、
母　

小
田
千
代
子
さ
ん

の
香
典
返
し
と
し
て
、秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲
葉
会
、

幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
に
金
一
封
。

・
赤
尾
木
の
宮
口
孝
廣
さ
ん
か
ら
、
母　

重
原
蔦

子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
愛
寿
園
、
赤
尾
木

老
人
ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

【
９
月
届
出
】

満
尾　

愛
あ
い
し
ゃ紗

ベ
リ
ル
ス
ア
リ
ア
ナ

村
田　

聖せ
な奈

則
岡　

咲は
な花

玉
里

大
勝

中
勝

瀬
留

保
護
者
名

憲
一
郎

ベ
リ
ル
ス
瑞
穂

聖
貴

博
之

広報たつごう　１８

龍郷町の人口
平成24年 9月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

3,005

6,204
　
2,988

3,216

+5
　
+5

+5

 0

　

◆
１
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

　
　
　
　
　

入
ろ
う
。
雇
用
保
険

　

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」

で
す
。
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

は
、労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、

パ
ー
ト
雇
用
や
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
で
あ
っ
て

も
、
原
則
と
し
て
事
業
主
は
加
入
手
続
き
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
労
災
保
険
」
は
労
働
者
が
業
務
上
の
事

由
等
に
よ
る
負
傷
・
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
場

合
に
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。ま
た
、

「
雇
用
保
険
」
は
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

等
に
必
要
な
給
付
を
行
い
雇
用
の
安
定
を
図

る
も
の
で
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
労
働
保
険
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
加
入
手
続
き
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

・
労
災
保
険
に
つ
い
て
は

　

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

　

電
話　

０
９
９
７
‐
52
‐
０
５
７
４

・
雇
用
保
険
に
つ
い
て
は　
　
　
　
　
　
　

　

名
瀬
公
共
職
業
安
定
所

　

電
話　

０
９
９
７
‐
52
‐
４
６
１
１

　

◆
11
月
は
児
童
虐
待
防
止

　
　
　
　
　
　
　

推
進
月
間
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
、「
お

か
し
い
な
？
」
と
感
じ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に

児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
窓
口
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

【
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
】

0
5
7
0
‐
0
6
4
‐
0
0
0

（
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

連
絡
さ
れ
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。）

※
期
間
中
、
鹿
児
島
県
で
は
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

『
気
づ
く
の
は　

あ
な
た
と
地
域
の　

心
の
目
』

　
（
茨
城
県　

大
塚　

倫
大
さ
ん
の
作
品
）

・
秋
名
の
成
海
文
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

成
海
茂
信

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲

葉
会
、
幾
里
老
人
ク
ラ
ブ
稲
穂
会
に
金
一
封
。

・
奄
美
市
の
與
島
智
恵
子
さ
ん
か
ら
、
夫　

與
島

義
光
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
瀬
留
老
人
ク
ラ

ブ
に
金
一
封
。

・
秋
名
の
嘉
一
成
さ
ん
か
ら
、
子　

嘉
倫
子
さ
ん

の
香
典
返
し
と
し
て
、
秋
名
集
落
、
幾
里
集
落
、

秋
名
老
人
ク
ラ
ブ
稲
葉
会
に
金
一
封
。



11 月行事予定表

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

４（日）厚生連健診   8：00 ～ 中央公民館
５（月）厚生連健診（脱ろう）   8：00 ～ 〃

８（木）
じゃがいも会 13：30 ～ どぅくさや館
でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

９（金）キッズクラブ 10：00 ～ 〃
13（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ 〃
15（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃
17（土）第 10 回龍音祭 14：00 ～ りゅうゆう館
20（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさや館

21（水）
母子歯科相談 13：30 ～ 〃
在宅介護家族会の集い 15：10 ～ 中央公民館第２研修室

22（木）
じゃがいも会 13：30 ～ どぅくさや館
でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃

27（火）元気はつらつ教室 13：30 ～ 〃
29（木）でぃでぃクラブ 13：30 ～ 〃
30（金）キッズクラブ 10：00 ～ 〃

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11 月のどぅくさ会 時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。

１９　広報たつごう

　

◆
り
ゅ
う
り
ゅ
う
館
か
ら

　
　
　

自
主
文
化
事
業
の
ご
案
内

　
「
ち
び
っ
こ
フ
ェ
ス
タ
」

　

り
ゅ
う
ゆ
う
館
に
お
猿
の
悟
空
が
や
っ
て

く
る

！！

　

さ
つ
ま
の
猿
回
し
劇
場
や
大
道
芸
人
が
愉

快
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

ご
家
族
連
れ
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
日　

時　

平
成
24
年
11
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

場　

所　

り
ゅ
う
ゆ
う
館

入
場
料　

　

子
ど
も
（
３
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
）

　
　

前
売
券　

１
０
０
０
円

　
　

当
日
券　

１
３
０
０
円

　

大
人

　
　

前
売
券　

１
５
０
０
円

　
　

当
日
券　

１
８
０
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

龍
郷
町
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
り
ゅ
う
ゆ
う
館

　

℡　

０
９
９
７
‐
62
‐
５
５
６
６
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玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち

に
誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

10
月
生
ま
れ

集シ
マ
ジ
マ落

の
風
景

～
龍
郷
町
に
は
20
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
交
通

網
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
集
落
間
の
移
動
・

交
流
は
容
易
で
は
な
く
、
集
落
ご
と
に
特
色
の

あ
る
文
化
や
歴
史
、
生
活
様
式
が
あ
り
ま
し
た
。

「
集
落
の
風
景
」
で
は
、
シ
マ
ジ
マ
の
歴
史
や
現

在
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
～

第
十
四
回

「
手
広
集
落
」

　

こ
の
集
落
は
、
手
広
（
て
び
ろ
）・

根
原
（
ね
ば
る
）・
加
世
間
（
カ
シ
ケ
ン
）

の
３
地
区
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

手
広
と
根
原
は
も
と
も
と
サ
ク
バ

（
耕
作
地
）
で
、
徐
々
に
人
が
移
り
住

ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
加
世
間
は

昭
和
25
年
か
ら
30
年
に
か
け
て
、
ム
ロ

ア
ジ
漁
で
栄
え
た
地
区
で
す
。
ム
ロ
組

合
を
結
成
し
、
当
時
加
世
間
に
住
む
人

全
員
が
組
合
に
加
入
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
希
望
の
星
学
園
の
近
く
に
は
「
ホ

シ
ク
ボ
」
と
呼
ば
れ
る
、
す
り
ば
ち
状

の
地
形
が
あ
り
、
隕
石
が
落
下
し
た
場

所
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手

広
海
岸
は
国
内
で
有
数
の
サ
ー
フ
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
プ
ロ

サ
ー
フ
ァ
ー
の
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。

　

そ
の
手
広
海
岸
の
近
く
に
あ
る
の
が

奇
岩
群
で
す
。
シ
マ
で
は「
ガ
ク
マ
ル
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
神
高
い
場

所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
こ
ん

な
話
が
あ
り
ま
す
。　

昔
、
薩
摩
が
琉

球
を
占
領
し
た
時
の
こ
と
。
琉
球
の
王

女
が
島
津
に
嫁
に
行
く
こ
と
に
な
り
、

鹿
児
島
へ
向
か
う
途
中
に
台
風
に
遭
っ

て
、
こ
と
ご
と
く
全
滅
し
ま
し
た
。
ガ

ク
マ
ル
の
近
く
の
浜
に
は
王
族
と
そ
の

家
来
の
遺
体
や
装
身
具
な
ど
が
流
れ
着

い
た
の
で
、
シ
マ
の
人
々
は
全
て
ガ
ク

マ
ル
に
葬
り
、
埋
め
た
そ
う
で
、
そ
れ

以
来
あ
ま
り
近
寄
る
人
は
い
な
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
場
所
は
夜

に
は
ケ
ン
ム
ン
が
出
て
目
を
つ
ぶ
さ
れ

る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

    

手
広
海
岸

　　　２５９人
　　　１１８世帯
平成２４年 9 月末

 泉　空優
いずみ　  くう

Ｈ２３. １０. ２４　生

父 優次郎　母 優衣　玉里

くん 屋宮　宗児
おくみや　しゅうじ

Ｈ２３. １０. ２１　生

父 宗介　母 智美　中戸口

くん

 且　凌芽
 かつ　  りょうが

Ｈ２３. １０. ２　生

父 政和　母 満貴　芦徳

くん小林　優希
こばやし　ゆうき

Ｈ２３. １０. １３　生

父 淳一　母 千香子　瀬留

くん

藤山　星輝
ふじやま　 ほしき

Ｈ２３. １０. １７　生

父 雅輝　母 美由紀　嘉渡

くん

 西　泰駕
 にし　　たいが

Ｈ２３. １０. ３　生

父 将門　母 百恵　上戸口

くん

蘇畑　律希
そばた　　 りつき

Ｈ２３. １０. １６　生

父 正浩　母 かすみ　中勝

くん


